
「Fusion 360」の CAM 機能で 
切削加工のベテランと若手の技術を融合

生み出せ！ 次世代国産アーチェリーハンドル（弓具）

国産アーチェリーハンドル復活を目指し、 
ジェネレーティブ デザイン、CAM、クラウド共有機能をフル活用

西川精機製作所は、メッキ装置や防災器具、医療
機器などの製造にかかわる切削・板金・溶接から組
立て据え付けまで、総合的な技術力を強みとした
企業だ。

アーチェリーは、国内競技人口の少なさとリーマ
ンショックによる経済不況が相まって、2010 年ご
ろからヤマハや西沢といった国内メーカーがアー
チェリー弓具の設計開発から撤退していた。し
かしそのような状況の中でも、個人的にもアー
チェリーの愛好家であった西川喜久氏は、これま
で培った自分たちの技術を生かして、国産のアー
チェリー弓具を復活できないかと考えたという。

「モノづくりに長い間携わってきたので、『自分で国
産アーチェリー弓具を作りたい』という欲求も膨ら
んできたのです」（西川喜久氏）。

そんな西川喜久氏が開発して商品化した競技用
アーチェリーハンドル「SAKURA SH-02」は、ハン
ドル（弓の中心部分）とリム（板バネ）の接続部を工
夫することで上下左右のブレ振動を抑制し、矢に
加わるエネルギーロスも減らすことに成功。アー
チャーの骨格や筋力に応じた調整も可能である。

西川喜久氏は、さらにこの SH-02 を軽量化しよ
うと検討を開始。アーチェリーハンドルはレギュ
レーションによる制約のため華奢（きゃしゃ）に 

なりやすい一方で、剛性が高い方が安定して矢を 
放てる。しかし剛性を確保しようとすれば重量が
かさみ、小さな体格のアーチャーには不利である。
トレードオフとなる設計課題の解決は非常に悩ま
しいのである。

ジェネレーティブ デザインがもたらした 
ワクワク感と不安
西川喜久氏は、日本大学 理工学部 精密機械工学
科教授の入江寿弘氏の協力を仰ぎ、オートデスク
社の「Fusion 360」の機能である「ジェネレーティ
ブ デザイン」を用いて、さらなる軽量化を実現する
アーチェリーハンドルの形状を模索していくことに
した。

AI（人工知能）による最先端技術で、任意の剛性
を保持しながら軽量化できる形状が自動生成でき
るジェネレーティブ デザインのことを初めて知っ
た西川喜久氏も、最初は「何だこりゃ！」と思った 
一方で、「これでアーチェリーのハンドルを作った
ら、面白いことになるぞ！」と、ワクワク感が止ま
らなかったという。

とはいえ、「どんどん面白い形状は出てくるので
すが、望む結果がちゃんと出てくるのか心配にな
りました」と西川喜久氏は言う。入江教授らと共
に、設定する荷重のパターンを設定した後、ジェ
ネレーティブ デザインから導き出された形状は、 
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実際に出来上がったアーチェリーハンドル「RECURVE RISER GD」
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西川喜久氏の想像をはるかに超えており、「異次元
世界のメーカーで打ち合わせが行われて、データ
が転送されてきたのだろうか!?」と思えたほどだっ
たという。

「ハンドルにかかる力の流れがそのままカタチに
なったような形状で、世界中を探しても絶対にな
いだろうと思いました」（西川喜久氏）。

ベテランの技術力と Fusion 360 の  
CAM 機能が短時間での開発を実現
切削加工を得意とする西川精機製作所ではある
が、ジェネレーティブ デザインで生み出された複
雑な形状を、実際の製品と同じ材料で切削するた
めに、Fusion 360 の CAM 機能を活用し、産学
連携プロジェクトとして進めた。

今回の産学連携プロジェクトを担当したのは、入
江教授の下でロボットやドローンの技術について
学んでいた日本大学 4 年生（当時）の春田隆佑氏
だ。春田氏は、西川精機製作所 技術営業 栗林善
行氏と共に、ハンドル製作に取り組んだ。

春田氏は、Fusion 360 の CAM について、こう
話す。「ジェネレーティブ デザインからできた形状
は細長くて複雑な個所が多いです。 Fusion 360 
の CAM 機能は私のような初心者でも使いやすく、
そのような難題にも挑むことができました。また
画面上の切削シミュレーションで、工具で切削して
ほしい部分の色が変わり、視覚的に確認できて分
かりやすかったです。」

「私が普段現場で使用するCAMで今回の形状のプ
ログラムを作っていたら、とんでもない時間がか
かっていたかもしれません」（栗林氏）。

春田氏は以前より個人のプロジェクトで、Fusion 
360 で設計をしており、切削加工実習の経験も
あったが、CAM には全く触れたことがなかった
という。それにも関わらず、複雑で高度な割出し  
5 軸加工プログラムを作ることができたというの
だから驚きだ。Fusion 360 の CAM は直感的で
あるため操作が覚えやすく、それが春田氏の習熟
を助けることになったという。
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栗林氏は、「Fusion 360 は 3D 設計環境と CAM 
設定環境とをボタン 1 つで切り替えて使用する
ことができ、ソフトウェアを切り替えることなく 
CAM のプログラムを作成できます。Fusion 360 
は操作がわかりやすく簡素化されており、設計変
更のプログラムへの反映もしやすいと思います。
また設計変更によるバージョン履歴もわかりやす
く、管理できるのもよいです」と Fusion 360 に
よる CAM の利点について述べる。

「Fusion 360 の CAM は自分が頭で思ったこと
をプログラムにしやすかったですね」（春田氏）。

「常に多忙な現場なので、新しい CAM の習得に
時間をかけてはいられません。その点、Fusion 
360 の CAM は早く技術習得ができて、ワクワク
するような新しいチャレンジもしやすくなるし、あ
りがたいことだと思います」（西川喜久氏）。

Fusion Teamのクラウド機能で実現できた 
リモートプロジェクト
今回の産学連携プロジェクトは、コロナ禍真った
だ中で進められた。

「プロジェクトの関係者は約半年くらい、ハンドル
の製作が完了するまで対面で会って話はすること
なく、一切のやりとりをオンラインで完結させて
いました」と、西川精機の営業 早川洋平氏は言う。
これは、Fusion 360 がクラウドベースのツールで
あったことが功を奏したと言える。

「クラウド上で同じ 3D データや切削工具パスを見
ながら、設計や製作が進められる仕組みや、出先
からスマートフォンでデータ確認ができるのが便利
です。設計や加工条件などの修正があっても皆で

同じプロジェクトフォルダにアクセスできるので『こ
こ見てください』の一言で済むのがいいですね」（栗
林氏）。

「CAM の工具パスを見ながら話ができるため、リ
モートであっても不便さやコミュニケーションのス
トレスを感じたことはありませんでした」（春田氏）。

この先の仕事は、大きく変わる
実際に出来上がったアーチェリーハンドルの実物
は、以前の形状の 1,531g から 800g 近く軽量化
し、約半分の重量になった。「従来の設計では数グ
ラム程度の軽量化が限界だったでしょう」（西川喜
久氏）。

削り残しも紫色で表示され視覚的にわかりやすくなっている 春田氏が活用したFusion 360のCAM機能：（左）フラット領域検出、（右）加工境界をスケッチで描く

DMG MORI NTX1000 2nd Generation で 
切削加工が完了した様子

西川喜久氏がハンドルを手に持ってみると「こんな
に軽くてもいいのか！」と思ったほどだという。また
振動測定の結果も上々であったとのことだ。

このアーチェリーハンドルの自信作を、プロアー
チャーたちにも使ってもらって、直接感想が聞き
たいという。今後、試し打ちの機会を確保してい
く予定とのことだ。

「従来のような、過去の経験や手法に縛られたま
までは面白みのないモノしか作れません。 Fusion 
360 は、これまでのエンジニアリング知識と属人
的ではない新しい発想で面白いモノづくりができる
ことが魅力だと思います」と西川喜久氏は言う。

「ワクワクする気持ちは、本来、ものづくりの原動
力のはず。今回の取り組みが、今後の自分たちの
仕事を確実に大きく変えると考えています」と、今
後に思いを馳（は）せる。

※ 形状の視認性を考慮し色を加工しています。


